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第２章  

住宅政策の 

基本理念・基本目標 
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持続可能性 

地域特性 連携・協働 

住宅政策の基本理念とは、住宅政策においてめざすべき基本目標や、基本目標を達成するための施策展開の方

向性を定めていく上での、基本となる考えを示すものであり、住宅政策全体に通じる基本的な考え方となるものです。 

 

２‐１ 住宅政策の基本理念 
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図41．CO2排出量（2018年国別） 
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持続可能な住宅・住環境の形成 

○人口減少が進む中、社会インフラ※の老朽化と相まって、空き家の増加による都市のスポンジ化※の進行

や、管理の担い手不足を背景とする管理不全マンションの増加など、住環境の悪化が懸念されていま

す。また、地球環境問題はより深刻化しており、環境負荷の低減を図り循環型社会へと移行する上で、

住宅政策においても持続可能性を視野に入れた取組は最重要の課題であるといえます。 

○従って、既存住宅の改善や環境共生型の住まいの供給などを通じて、住宅ストックの質の向上と長寿命

化に取組み、また、公共交通の維持活性化や歩いて暮らせる住環境※の形成など、集約型都市構造※

の実現に向けて、持続可能な住宅・住環境形成を推進します。 

01 

地域特性を活かした施策展開 

○本市は、大阪湾に面する西部海岸部、中央を南北に広がる平野部、東部の田園丘陵地帯と変化に

富んだ地勢を有しています。また、住宅市街地についても、その成り立ちから、自治都市堺の面影を残す

都心や、大正から昭和期に開発された低層郊外住宅地、戦後計画的に整備されたニュータウン等、地

域により大きく異なる特性が見られます。 

〇このような特性を再認識し、個々の地域の魅力を際立たせる住まいの環境整備を進めることが、地域へ

の愛着を深め、定住を促すものと考えられます。そこで、全市的、画一的な施策展開ではなく、地域の特

性を活かした施策展開を重点的に推進します。 

02 

03 多様な主体・政策との連携・協働 

○住宅・住環境の形成は、都市計画や子育て・教育、福祉、環境、防災等様々な分野の施策と密接

に関わっています。このことから、住宅・住環境と関連する他分野の政策との連携を深め、分野横断

的な施策展開を図っていきます。 

○また、住宅・住環境形成の取組においては、住まい手である市民が中心となって、事業者、専門家、

NPO等の多様な主体と地域ごとの特色や課題を共有し、協働することが大きな成果につながると考え

られます。このため、多様な主体の連携・協働による事業展開を支援し、推進します。 

資料：国際連合広報センター 

    SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS（略称

SDGs）は、持続可能な開発目標として、17の分野で

目標が設定されている。 
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住宅政策をとりまく課題、及び住宅政策の基本理念を踏まえ、市の多彩な居住魅力を守り育て、次世代に選ばれる都

市となるために、次の7つの基本目標を設定し、住まい・住環境形成に取組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

26 

２‐２ 住宅政策の基本目標 

 

住宅確保に配慮の必要な市民の居住の安定

確保 

 

○高齢者、障害者、子育て世帯等を含む全ての人が住み

慣れた住まいや地域で、自立し、安心して、快適に暮

らすことができる住まい環境をめざします。 

●目標とする将来イメージ 

○耐震性能などの一定の質の確保された公営住宅、
その他の公的賃貸住宅及び民間賃貸住宅により、
住宅セーフティネットが確保され、高齢者、障害
者、子育て世帯等の住宅確保要配慮者が安心して
住まいを確保できる環境が整備されている。 

○高齢者、障害者、子育て世帯等の住まいの選択を
支援する情報提供や居住支援が適切に行われ、良
質な民間賃貸住宅への円滑な入居と、安全・安心
の住生活が確保されている。 

基本目標２ 

Withコロナでの多様な居住ニーズに 

対応する住生活の実現 

 

○それぞれのライフスタイルや世帯構成に応じた多

様な暮らし方の選択が可能で、Withコロナ（感染

を予防しながら送る日常）における居住ニーズが

適切に充足された住宅に、心豊かに住みつづけら

れる住まい環境をめざします。 

●目標とする将来イメージ 

○ゆとりある規模や耐震性、バリアフリー化等、良
質な性能の多様な住宅が確保されており、また、
感染症被害後の新しい日常（ニューノーマル）を
支え、楽しむための多様な居住サービスやコミュ
ニティ活動、生活支援施設が充実している。 

○多様な世代・世帯が地域でともに暮らし、ライフ
スタイル・ライフステージに基づく個々の居住ニ
ーズに応じた住宅への住み替えがスムーズにでき
る相談窓口や支援体制が整備されている。 

○子育て中のひとり親世帯に対する生活支援サー
ビスが適切に提供される環境が整っており、ひ
とり親世帯が就業と子育てを両立できるアフォ
ーダブル※な住宅が確保され、ひとり親世帯が
安心して暮らせる住まい環境が整っている。 

基本目標１ 
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脱炭素社会に向けた良質なストック 
の形成と住宅市場の実現 

 

○脱炭素社会に向けた省エネ性能に優れた良質

な住宅ストックの形成や、空き家を含む既存

住宅のリフォームやリノベーションの普及に

よる既存住宅の質の向上と、住宅の履歴情報

の整備により、安心して既存住宅の取引がで

きる市場環境の実現をめざします。 

●目標とする将来イメージ 

○安全性や環境に配慮した良質な住宅ストック
が形成され、住宅の性能や質、維持管理等に
関する市民の知識や意識が高くなっている。 

○空き家を含めた既存住宅の選択やリフォーム
の際に、住宅の性能や質、事業者等に関する
情報が容易に取得できる。また、空き家に対
する総合的な対策が進み、空き家が適正に管
理されており、また、空き家の課題ごとに、
流通促進に向けた適切な誘導や支援がなされ
ている。 

○履歴情報が適切に蓄積された空き家を含む既
存住宅が、流通段階で適切に情報開示され、
市場で評価される住宅市場が確立し、既存住
宅の住宅流通市場が活性化している。 

 

基本目標３ 

安全で良質なマンションストックの形成 

 

○マンションの適正な維持管理と、必要な改修工

事、建替等に係る自主的な取組を支援し、安全

で良質なマンションストックの形成をめざしま

す。 

● 目標とする将来イメージ 

○消費者のマンション管理に対する意識や関心
が高まっており、また、管理に関する情報の
開示が進み、良好に管理されたマンションが
市場で高く評価されている。 

○マンションの管理組合が、専門家等の支援を
受けながら、適正な維持管理や長期修繕計画
に基づき必要な改修を行っており、マンショ
ンストック全体が良質に維持され、長寿命化
が進んでいる。また、建替等に向けた検討が
計画的に進められている。 

 

基本目標４ 
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基本目標5 
次代に住み継ぐ魅力ある住宅地 
環境の形成 

 

○都市施策等と連携し、拠点となる駅周辺

における歩いて暮らせる住宅地環境整備

により、本市の良好な市街地が保全され

つつ、将来にわたって住み継ぐことので

きる住宅地環境の形成をめざします。 

● 目標とする将来イメージ 

○様々な都市機能が集積する駅前と、その

周辺エリアでは身近な生活関連施設等の

立地や、高齢者等にやさしい公共交通に

より鉄道駅へのアクセスが確保されるな

ど、歩いて暮らせる住宅地環境が形成さ

れている。 

○地域住民を中心に様々な主体が連携し、

緑化や良好なまちなみ形成に向けた自主

的な取組により、良好な住環境保全と豊

かな地域コミュニティが形成され、ま

た、住まいと市街地の魅力を市の内外へ

発信している。 

基本目標７ 
災害に強い安全安心な住まい・ 
市街地の形成 

 

○防災・減災※対策を推進し、災害に強く、全ての

人が安全・安心に暮らせる住まい環境の形成と災

害時の迅速な住まいの復旧へ向けた事前の取組を

進め、公民が一体となって災害に強い住まい・市

街地の形成をめざします。 

● 目標とする将来イメージ 

○住まいの防火・耐震改修や密集市街地※の改善が
進み、安全な住宅地が形成されている。また、
防災に関する情報が市民に普及し、戸建て住
宅、マンションなどの全ての住まいで、火災や
自然災害に対する備えがされている。 

○都市整備や防災対策と連携のとれた一体的な住
まい・市街地の環境整備が進んでいる。また、
被災後の住まいの確保に対する広域的な連携体
制が強化されている。 

○犯罪が発生しにくい建物の計画や犯罪防止のた
めの設備等の導入が図られ、地域での見守り活
動などが活発に行われる、地域コミュニティが
形成された住まい・市街地が実現されている。 

 

基本目標６ ニュータウンの居住魅力の向上 

 

○住宅団地の建替やバリアフリー化などの促進

を図り、また、公的賃貸住宅の建替等により

創出する用地の有効活用や、既存ストックを

活かした新たな価値の創造による居住魅力の

向上により、多世代居住※によるコミュニテ

ィ豊かな住まい環境をめざします。 

● 目標とする将来イメージ 

○泉北ニュータウンでは、住宅団地の建替やリ
ノベーションが進み、若年世帯の定住や、兼
用住宅等の様々な用途での住戸の活用が進ん
でいる。また、公的賃貸住宅の建替等により
創出する用地を活用した新たな住宅供給や商
業施設の導入、企業立地の促進など、新たな
居住魅力が生まれている。 

○新金岡地区では、利便性の高い立地を生かし
た住宅団地の建替やリノベーション等により
安全性、居住性の向上が図られている。ま
た、建替等により創出する用地においては、
緑のネットワーク（緑道）を活かした魅力発
信の拠点となる施設が導入されるなど、新た
な居住魅力が生まれている。 

 

２－２ 住宅政策の基本目標 


